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【請願第 114 号】 

公共事業における費用便益分析（CBA）の活用について検討を求める請願に

ついて 

議案第 114 号「公共事業における費用便益分析（CBA）の活用について検討を求める

請願について」に対し、賛成の立場で討論を行います。 

まず、税金を使う。幾ら使うのか。事業に対して、何がえられるのかということを計

算して使うのは当然のことです。このＣＢＡのＣはコスト、Ｂは効果でベネフィット、

ビーバイシー分母がＣで、分子がＢ。Ｂのベネフィット便益の方が大きくなるつまり

分数が 1 以上になる。これがゴーサインの収支です。非常に単純ですが、これまで十

分にやってこなかった。だからやるべきです。しかも、1 度だけでは意味がありません。 

費用を、効果、分析を出す。事業を始める前に出す。議会にも示し、市民にも示す。Ａ

Ｉを使う。ＡＩを使えば、概算は短時間でできます。難しいからできないという時代で

はありません。勘ではなく数字。感覚ではなく、検証、これを浜田市の当たり前にす

る。その仕組みを作ることを求め、当たり前の英語は日本語として扱うことも求め、請

願第 114 号に賛成します。 

  


